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昭和 61年度
JARL香川クラブ通常総会ご案内

ク ラ プ員 の 皆 様  ご き げ ん い か が で す か 。

寒 暖 の 差 の激 しい昨 今 で す が 、 い か が お過 しで し よか o

さて 本 年 度 の クラ ブ通 常 総 会 を下 記 の とお り開催 い た します

の で 、定 款 第 19条 に基 づ き御 案 内 申 し上 げ ます 。万 障 お繰 り合

せ の上 、御 出席 下 さい。

記

t_  0 日 時  昭和 62年 3月 1日 (日)13時 30分 か ら

0 場 所  香川県青年 センター (中 館 3F61号 小会議室 )

(詳細は異表紙 の地図を参照下 さい )

0 議 事

1. 開  会

1. 会長 あいさつ

1。  議長選 出

1. 昭和 61年度事業報告

1. 躍和 61年度会計報告

1. 役員改選

1. 香川県支部長 あいさつ

1. 四国地方本部長 ぁいさつ (JARLの 現況 )

、_       1. 
新役員 あいさつ

1. 昭和 62年度事業計画 (案 )説明

1. そ のlL

l. 閉  会

(お願 い )総 会の出・欠席 を同封のはがきで、 2月 27日 までに必ず御返事

下 さしヽ。なお、欠席 の方 は「 委任状 」に記入の上送付願 います。

(表曲 に差出人 の記名をお忘れな く )

また、当 日に会 費 (2,000円 )を 受領 しますので、ご準備方よろ

しくお願 いぃた します。
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「 ゃ つ と開 局 で き ま した 』

JR5VD・ JP5ZAV局 管理 1立]体

代表 者   天 野  英弘

か ね て よ り念 願 で あ りま した 430MHZ帯 の レ ビ ー タ 局「 JR5VD」 の

開局式 が、 2月 1日 、高松 市峰 山撻」の局舎前 で、大 勢 のハ ム仲間 が出席 して盛

大 に行 われ ま した。

この局 は、バ ツテ リーでバ ツ クア ツプ してお り、停 電時 で も運用 が可能で プ
｀ オ

ロ局 も顔 まけの設備 を誇 って お ります。 また、ナ ービスエ リア も高松 市 は もと、、_

よ り香川県 内 を十分 に カバ ーで きる もの と確信 して お ります。

腕局式 のあ とは、高松市郊外香 川町 の マツ ノイパ レスヘ場所 を移 して、和気

ぁ いぁい の うちに祝賀会 が催 され、心 い くまでア イボ ール QSOを 楽 しみ ま し

′こ。

この局 を設置 しよ うと有志 がぁつ ま って相談 したのが、 ち ようど 2年前 で 、

当時 すで に県庁 の所在地 で ンピータ局 のないの は、高松 市な どご くわず かの都

市 にな って いま した。 11召 和 63年 には JARLの 総会 を香川県 で開催 したいと

い う声 も出て いた頃 であ り、 また、香 川県 のア マチユア人 口の 3分 の 1以上 が

住 んで い る高松 市 に、拘 と して も ンピータ局 を設直 しよ うとい うことにな りま

したが、問題 は周波数 で した。その噴す で に瀬戸 内海 治岸 で は多 くの レビータ

か塚働 してお り、周波数 も満杯 の状態 で した。 そんなゎ けで 3反 も申請書 を提 _ヽ

出 したのです が、周仮 数 の割 当てがない とい うことで 、 いずれ も不承 認 に終 わ

りま した。

管理団体 を結 取:し てか ら 1年 目 に、「 それで は、 1200MHZの レビータ

で も開局 して、 430MHZは ね はり強 くチヤ ンスが米 るのを待 とう。 」とい

うことになりま した。

幸 いに して、 このたび、当初 か らね ら って いた全 く屁信 のな い 439。 98M

Hzと い つ願 って もない局波数 を許可 され ま した。 これ は、ひ とえ に高松「何を
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中心 と して活犀 してい るア マチユ ア無線家 の強力 な団結 が ぁ ったか らこそで き

た もの と思 って お ります。 また、開局 にあた りま しては各局 の有形無形 のご協

力 を いただ き、心 か ら感謝 してお りますρ

電 波 は人類共有 の財産 です。 どのよ うな垣根 をつ くつて も、 ひ と飛 びに飛 び

越 えて、――瞬 の うちに世界 甲 をかけめ ぐります。

同 じ地域 に任 み なが ら、今 まであ まり交流の なか った各局 も、 このレビータ

局を開局しようという一つの目的をもち、さらにこれが開局されたことにより

●● ンビータ局を通じていままで以上に仲よく『 和』をもつて交流できるように、

t_ また、この局が適正に、かつ有効に違ナ1」 され、友好がさらに深まっていくこと
」ヽ
ワ

を頗 って お ります。

◇管理団体 からのお願 い◇

ンピータ局はだれで も自由に利用 できます。 しか し長時間 のQSOは

遠慮 し、ンンブ レツクスでのQSOが 可能な場合は、シンブレツクスヘ

Qsyす るように心がけま しょう。

特 に、 OM各局 には模範的な運用をお願 いします。

o 呼出符号   JR5vD

0 430 MHZ帯

送 信 局 波数  439.98

C)1200 MHZ帯

送信周波数 1292.50

O 設置場所  高松市峰山町

受信周波数  434.98

受信拘波数 1272.50

3.。 8 MHZ帯 拡 大 さ れ′ る

じ)3.8MHz帯 は 3791～ 3805 KHzに 拡大 され ま した。

②  現在 、 3.8 MHZ帯 の指定 を受 けて いるア マチユア無線 局 は、 昭和 61年

12月 28日 か ら、拡大 された周波数 で運用 で きます。
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Fふ じ誕生』の記録 をお手許 に

ビデ ィ ォ テ ー フ を頒 布 しま す

日本初 のアマチユア衛星「 ふ じ」が打 ち上 げに成功するまでを記録 した JA

RL制 作のカラー映画「 アマチエア衛星 ふ じ誕生 」が ビデイオテープになりま

し た 。             :        .

この映画は、 JARLが 世界 のアマチェア無線界 の期待 に恥 えて、日本 のア
‐

マチユア衛星 JAS-1の 製作 の方針を決め、郵政省や科学技術庁の協 力で、

日一 Iロ ケツ トに搭載が決 まり、 JARLの 中継器製作班 による トランスボン■H●

ダ作 り、 日本電気製作 の筐体 への組 み込み、真空・振動・耐熱 など各種の試験、、_
完 成 したフライ トモデルの種子島輸送、打 ち上 げへの秒読み、発射の瞬向か ら事

宇宙への航跡 など、重要 な場面 を織 り込んだ 30分 もので、昨年 11月 8日 の

JARL倉 」立 60周 年記念式典 の席上で初公開 され、出席者 の感動 と個手 を呼

びま した。

『 ア マチ ユア衛 星 ふ じ誕 生 』

頒布価格 1本  5」 000円 (基書込み〕         ・ ・

申込み先  iARL広 報課

なぉこのテープ頒布により剰余金 は、 JAS-1募 金 に組 み入 れます。

※  以 上 は「 JARL EX PR10S S」 込 報 (61.12.15)か ら転 載 。

さ きにご案 内 の クラブ忘年会 は、予定 どお り、 また例年 どぉ り 12月 30日

に「 とん かつ亦松 」で盛大 に行 われ ま した。参加者 の顔 ぶれ も下記 の とお り新

人 を混 えて年 ごとに、 にぎわいを増 して参 りま した。 お酒 の重 も年 々増 え る餞

向 にあ り、各局 の健在 ぶ りを如実 に物語 ってお ります。忘年会 でだけお顔 を拝

す る方 もおいでです。今年 は各局 ご遠慮 な さ らず に ご参加 を… ……。

(参 加局 )JA5AG 一MG 一CAU 一BMM -lQD ―IQP 一MIK
―TFJ JH5EZB ―HGI ―LYW 一MGE ―WMN

JR5XCB
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香川県青年センター
〒■●01 崚歌椰自分寺町露分!"9書埼

TEL(0878)'4-07:2・ 07:3
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社団法人 日本アマチユア無線連盟

香 川 ク ラ ブ 報

発行責任者 JASAEI天  野 英 弘

編 集 者 JA5ェ QP合 田口 正 春

″   JA601B合 田ロ キヨ子

連絡事務所 高松市中新町 2-15
(〒 760) 天野  英弘  方

(TEL)高 松 81-8282(昼間 )

″ 35-2323(夜 間 )

郵便振替口座 徳島嗅-8758 JARL香川クラブ


